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みんなかがやく！（江東区教育委員会テーマ）
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江東区立南砂中学校だより

校 長 近藤 啓太

何度でも 平和について考える

左のグラフは、12 月の学校評価
生徒アンケートへの回答の一つで
す。「とてもそう思う」「ややそう
思う」と回答した生徒が 64.2 ％で
した。７月の中間評価は 73.3％で、
9.1 ポイント下がりました。8 月の
集会や、10 月の学校便り等で戦争
について触れてきたのですが、発
問の仕方に問題があったかもしれ
ません。そんな理由から、1 月の
全校集会で冒頭の話をしました。

令和８年度の修学旅行を佐賀・長崎とし、平和教育に注力すると決意をしたからには、一過性の
指導ではなく、将来の生き方につながるような学校教育活動をせねばならないと考えます。もちろ
ん、今年奈良・京都に行く 2 年生にも、また中学校生活残りわずかとなった 3 年生にもです。学校
教育に期待されていることは多々ありますが、人類の存亡に対して最も重要な課題と考えます。

2025年は「昭和 100年」そして「戦後 80年」にあたります。

○ 1月27日、「アウシュビッツ解放から８０年」
アウシュビッツ強制収容所は、ナチス・ドイツがポーランド南部に建設し、ユダヤ人の大量虐

殺（ホロコースト）の中心的な役割を担った大規模な施設で、およそ 110 万人（うち 100 万人がユ
ダヤ人）がガス室などで虐殺されました。
○ 1月28日、「人類滅亡まで残り８９秒」
午前０時を人類滅亡の時刻に見立てた「終末時計」の残り時間が「89 秒」になりました。米誌

「原子力科学者会報（BAS）」が 1947 年（当時は 7 分）から毎年公表している終末時計が、核問題
や気候変動といった地球規模のリスクを分析し、23、24 年の「90 秒」からさらに縮まりました。

『これが人間か』（プリーモ・レーヴィ 著）という本があります（冬休み中に読んだ一冊）。
強制収容所から生還した著者が、極限状態にある人間の姿を描いた実話です。誰も幸福になること
のない愚かな行為が止められるよう、新たに起こさぬよう、祈り、訴え続けたいものです。

2024年は最悪の年（紛争下の子ども4億7,300万人）

2024年は、紛争の影響を受けた子どもの数と、彼らの生活への影響の度合いと点から見て、「ユニセフ
の歴史上最悪の年」となりました。
紛争地域で育つ子どもたちは、平和な場所で暮らす子どもたちと比べて、学校に通えない、栄養不良

状態になる、あるいは家を追われる可能性がはるかに高く、しかも、その状況が繰り返し起こることが多いの
です。これは決して新たな日常であってはなりません。
紛争地域の子どもたちは、日々生きるのに必死で、子ども時代を奪われています。学校は爆撃され、家

は破壊され、家族は引き裂かれています。遊んだり、学んだり、ただ子どもでいたりすることさえできません。
世界はこうした子どもたちを裏切り続けているのです。2025年に目を向けるにあたり、私たちは状況を好転

させ、子どもたちの命を守り、生活を良くするために、より多くのことをしなければなりません。
（ユニセフのＨＰから一部抜粋）

（略）世界の平和と人類の福祉の向上に貢献することを願うものである。我々は、この理想を実現
するため、個人の尊厳を重んじ、真理と正義を希求し、公共の精神を尊び、豊かな人間性と創造性を備えた人
間の育成を期するとともに、伝統を継承し、新しい文化の創造を目指す教育を推進する。 （教育基本法）
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平和について日頃から考えている（12月）

とても思う やや思う あまり思わない 全く思わない わからない
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１年校外学習 1月 24日（金）

今年度の１年生は、羽田整備場（全日空）の見学を午後に予定し、
午前中は班ごとに事前学習した箇所の見学と昼食を済ませ、羽田空
港に集合しました。公共交通機関を使い、決めた時間通りに全班集
合し、間近で飛行機のしくみを教えていただき、整備場で働く方々
の様子を見学できる貴重な経験をすることができました。
今回は班ごとに教員が１名付きましたが、２年次には生徒だけで

行動する予定です。さらに集団生活に必要なことを磨いていきます。

春遊びのボランティア
1月 25日（土）

南小・南中の地域学校協働本部主催の
「春遊び」が本校校庭で行われました。
和太鼓体験（和太鼓部）と凧作り・凧あ
げ（３名がお手伝い）が行われました。
参加した児童も、ボランティアの中学生
も、楽しいひとときを過ごせました。

コラボ授業実施中！

第１弾：国語＋社会＋家庭、理科＋美術、数学＋音楽、
英語＋保体

第２弾：理科＋音楽、国語＋美術、数学＋保体、
英語＋家庭、社会＋美術
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日本こども歌舞伎まつり （石川県小松市主催）

出演 Ｋさん（１年Ｂ組）

東京シティバレエ団／ティアラくるみの会（江東区文化コミュニティ財団主催）
出演 Ｉさん（１年Ｂ組）

江東区家庭科料理検定 区長賞（１年）
Ａ組 Ｉさん、Ｓさん、Ｙさん 、Ｍさん、Ｙさん
Ｂ組 Ｅさん、Ｓさん、Ｔさん、Ｍさん、Ｍさん
Ｃ組 Ｈさん
※ Ｙさん 区内唯一満点

みなと科学館では、様々なゲーム
をやりながら理科のことを学ぶことがで
きました。海について小さな展示物も
あってそれを見て海のことをもっと知
ることができました。また、海のゴミにつ
いてや、SDGsのことについても展示
があったので、そのことももっとよく知
ろうと思いました。科学について学べる
し、プラネタリウムでのんびりとできて、
すごく楽しい場所でした。

Ａさん
各班で探究したことをまとめ、ポ

スターセッション発表をしました。

【お手紙をいただきました】私はみなと科学館２Fプラネタリウムに勤務しております。当日は午後出勤で、
日報を見て南中生が来館し、すでに退館されたことを知りました。時々、ふと、南中生が来てくれないかなぁと思
っていたので、びっくりと同時に本当に嬉しく思いました。お声かけしたかったです。残念！またみなと科学館へ来
館下さい。２F気象科学館にも（当日は休館でしたね･･･）。そしてプラネタリウムにも是非！お立ち寄りください。

元PTAの会員様から
《校長コメント》私も立ち寄りました。子ども向け特別セミナーも充実し、とても素晴らしい施設です。


